
花・緑・ひとが育む地域の“わ”
～これからの活動に向けて～
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「宇都宮市花と緑のまちづくり推進協議会」研修会
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■本日の講演内容（３つの話題提供）

１．小さな庭が交流を生む ～コミュニティガーデンの試み～
２．地域に広げる花と緑のネットワーク ～場所をつなぐ・人をつなぐ～
３．市民が育てる花と緑の担い手 ～花と緑のまちづくりへの展開～



小さな庭が人々をつなぐ
～コミュニティガーデンの試み～
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コミュニティガーデン「戸定みんなの庭の会」の活動

■「戸定みんなの庭の会」の経緯と特長

•市有地（未利用地）の活用
•地域住民・子ども，大学生，大学教員が主体。
•地域の緑化推進および環境美化への貢献（例：
松戸駅・園芸学部間の沿道の緑化推進への展
開）
•大学を含む地域交流の実践とコミュニティ形成
（例：交流会・イベントなど）
•子どもたちへの環境教育の実践（例：地域からの
要望が多い食育の要素を含めた庭づくりの実践と
関連活動など）
•循環型社会・高齢社会への対応（例：リサイクル，
ユニバーサルデザインなど）
•地域住民，行政，企業，大学等のパートナーシッ
プによる活動の推進（例：地域緑化団体への登録，
多様な主体との連携・ネットワーク形成など）
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コミュニティガーデン「戸定みんなの庭の会」の活動

活動イメージ



4

コミュニティガーデン「戸定みんなの庭の会」の活動

活動経緯①
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コミュニティガーデン「戸定みんなの庭の会」の活動

活動経緯②



コミュニティガーデンの魅力・意義

１．人々の心を癒し潤いを与えてくれる
誰もが利用できる「都会の中の緑のオアシス」の機能があります。

２．出会いと会話の機会を生み出してくれる
さまざまな人が様々な目的をもって集う「たまり場」になります。

３．近隣の景観・美観を向上させる
新鮮な空気や緑陰を生み出し土地の資産価値も向上します。

４．多くの人に学びの大切さを教えてくれる
社会的弱者には職業訓練、高齢者には庭づくりによる生きがい、子どもには自
然・環境学習の機会となり、まさに「緑の学校」です。

５．地球環境や都市環境に貢献してくれる
生態系の維持保全・都市の温暖化軽減・コンポストによる循環型社会の形成な
ど、その社会的役割には大きなものがあります。

※越川秀治（2002）：コミュニティガーデン-市民が進める緑のまちづくり-，学芸出版社．より抜粋



コミュニティガーデンの魅力・意義

６．暮らしの豊かさを提供してくれる
みずから花や野菜を育てることで、育てる楽しみ・収穫する楽しみ・食べる楽し
みを暮らしのなかで体験できます。

７．人々に地域愛を呼び起こしてくれる
共有の庭づくりを通じて、地域への思いやりや街への誇りが醸成されます。

８．最小経費で最大利益を生み出してくれる
ボランティアによるヒトと、その労働による生産物としての植物・野菜・土壌・肥
料、そして寄付されるモノなどにより、地域社会に大きな社会的利益をもたらし
ます。

９．防災拠点や生存の場としての役割をもっている
災害時においては避難所としてだけではなく、近隣の助け合いを支援する情報
交流の拠点にもなりうるのです。

10．緑のまちづくりへと発展する可能性を秘めている

単なるひとつの地域の庭から、より広い地域へと広がれば、誰もが参加できる
緑のまちづくりへと発展していきます。

※越川秀治（2002）：コミュニティガーデン-市民が進める緑のまちづくり-，学芸出版社．より抜粋



地域に広げる花と緑のネットワーク
～場所をつなぐ・人をつなぐ～
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花と緑のネットワーク「花びと会ちば」の活動

イベント

幹事会

企画・調整

千葉市緑と花の推進室

運営
サポート

花びと会ちば

総務

広報

技術

市民＝花びとさん

会員募集
参加

会員募集
参加

2009年度

業務委託

「花びと会ちば」の組織
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花びと会ちば

緑と花の
推進室

企業

生産者と
関連団体

緑と花の
地域リーダー

緑と花の
まちづくり

団体

地域・まち
づくり団体

一般市民等

行政関連
諸団体

協働・実践の場の構築

花びと資源掘り起こし

活動基盤の強化

みんなの夢の実現

花と人のＮＷ

◆活動の段階

市 立

自 律

自立と協働・連携

◆活動の考え方

花と緑のネットワーク「花びと会ちば」の活動

活動イメージ



◆さっそくプロジェクト

• 地域リーダー・団体発表会

• 花の情報センター

• 花のフリーマーケット

• ちはなちゃんプロジェクト

• 資源探しツアー

• 花びと通信の発行

• 小学校で花の授業

◆ゆっくりプロジェクト

• 未利用地お花畑化計画

• 花のまちづくりプラン提案競技

• 環境配慮型ガーデニングの普及
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設立当時に提案された活動

その１.花のイベント参加PJ

その２.花の資源探し＆表彰PJ

2005～2006年度

・地域リーダー・市民団体・生産者の
発表会や交流会

・ちはなちゃんグッズの宣伝
・ブースでの情報提供
・こどもたち向けの企画
・その他

その３.花びと通信の発行

・花・人の資源の掘り起こし（市民公募）
・花めぐりツアーの実施
・マップづくりへの展開
・花びとさんの表彰
・その他

花と緑のネットワーク「花びと会ちば」の活動



• 4月：総会

• 5月：みどりと花の催し

オープンガーデンツアー

花びと通信の発行（第６号）

• 7月：オオガハス観察会

• 9月：花びと会園芸講習会（１回目）

• 10月：みどりと水辺のつどい

第１回幹事会

花びと会園芸講習会（２回目）

花びと会園芸講習会（３回目）

• 12月：第２回幹事会

講演会

• 3月：第３回幹事会

：2010日本フラワー＆ガーデンショウ
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2009年度の活動

花と緑のネットワーク「花びと会ちば」の活動
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花びと会ちばの活動

2007年4月28日・2007年10月13日に実施

個人のお庭、学校、公園、花壇など千葉市の花の名所をめぐるのが「オープン
ガーデンツアー」です。このイベントを通して、地域の方々の花に対する熱意、
美しいまちづくりへの愛情を知ることができました。また、他の地域を見るこ
とで参加者も新たな意欲が生まれました。このツアーでは訪れた場所ごとに管
理をされている方々が詳しく説明して下さいます。説明を受けることで花の知
識だけでなく、地域や団体等の花づくりの取組み方を知ることができます。

花びと通信 第2号より
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様々なガーデン
（→個人庭＋花壇づくり団体の庭＋公園など）

都市公園
駅前広場
河川敷
その他

公開空地
ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ（個人庭）
開放された樹林地

市民農園

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｶﾞｰﾃﾞﾝ
花壇づくり（公有地）
学校の校庭開放

その他

公有地 民有地

個人の庭
民有の樹林地
民有の農地

その他

市民に共有される様々なガーデン（パブリックオープンスぺース）

多様なガーデンとネットワーク化
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花びと資源の掘り起こしと参加型活動への展開

１．潜在的な資源の抽出（鳥瞰的視点・市区スケール）

２．地域の絞り込みと具体的なテーマ設定（地区スケール(徒歩圏））

３．フィールドワークの実施（虫瞰的視点）

４．マップの作成（可視化・共有化）

５．ツアーの企画・実施（コース設定・協力者探し）

６．新たな展開に向けた企画のスタート

花びと資源の掘り起こしのプロセス

新企画Ａ 新企画Ｂ 新企画Ｃ



日本各地での多様な展開
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長野県小布施町 北海道恵庭市 埼玉県深谷市

■日本各地のオープンガーデン

■オープンガーデン・フェスタ（深谷市）

生産者との連携 芸術分野との連携 都市公園の活用



市民が育てる花と緑の担い手
～花と緑のまちづくりへの展開～
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図 展開期の樹林地保全活動（松戸市：2006年-）
※支援

一起の会 囲いやま森の会

三樹の会 四季の会

里山V・千駄堀 小浜の森の会

里やま応援団グループ

関さんの森を育む会

溜の上レディース

金ヶ作の森を育む会

緑のﾈｯﾄﾜｰｸ・まつど

樹林地
所有者

松戸市
緑推進委員会

ふるさと
森の会

松戸まちづくり
交流室テント小

屋

里やまﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
入門講座

※企画・運営

※講座への協力

※継続的な活動の立ち上げ

※講座修了生への活動場所の提供

※支援

※支援

※講座修了生への
活動場所の提供依頼

※企画・運営

里やまﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講座

松戸市

※新規講座の開設
企画・運営

※委員会メンバーとして参加

秋山の森での活動

八幡腰の森での活
動

※応援団グループとしての活動

※支援

※個人とし
て参加

※フィードバック

根っこの会

※市民参加の公園管理

※活動の立ち上げ支援

※活動の立ち上げ支援

※特別緑地保全地区指定
（都市緑地法）

市民が育てる担い手「松戸里やまボランティア講座」とその展開



第１回目

里山って何だろう（森林インストラクター）

松戸の緑の現状と将来（松戸市みどりと花の課・職員）

第２回目

都市の緑の役割（千葉大学大学院園芸学研究科・教員）

森での安全な作業と道具（「一起の会」メンバー）

第３回目

都市樹林が抱える問題（関さんの森を育む会・松戸さとやま応援団）

グループワーク

第４回目

森の手入れ体験とお楽しみ（三樹の会・金ヶ作の森を育む会）

第５回目

まとめと交流（松戸ふるさと森の会・松戸里やま応援団）

グループワーク
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■里山ボランティア入門講座の内容（2010）

市民が育てる担い手「松戸里やまボランティア講座」とその展開
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■松戸里やまボランティア講座の特長

•既設の里山保全の市民団体を中心に講座を企
画。
•市民団体，専門家，土地所有者，行政担当者な
ど，異なる立場の講師を選定。
•座学に現地実習を組み合わせて構成。
•里山保全に係わる技術のみならず，里山保全
の現状や課題，行政施策，市民団体の運営等に
関する学習も包含。
•グループワークを取り入れてディスカッションを
実現。
•お楽しみ会や懇親会など交流を深める仕掛け。
•講座修了後に，講座修了生が市民団体を設立。
•行政が活動フィールドを仲介。
•市民団体としてのスタートアップ時に，既設団体
がサポート。
•活動を継続する中で，「緑推進委員会」，「緑の
行動会議」等に参加。知識・技術を向上させつつ
人的交流を図り，新たな試みにチェレンジ。

10団体が12箇所10haの森を管理。

市民が育てる担い手「松戸里やまボランティア講座」とその展開
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松戸市のみどり
再発見ツアー（第１回）のイメージ）

趣味の民芸館を知って
もらえる。

みどり
と花の
課

農園

みどり
の行動
会議

市民
等

松戸のみどり
再発見ツアー

の企画

ツアー
の実施

里山
応援団

市民
等

里山保全活動
を知ってもらえ
る。

農園を知って
もらえる。

緑の大切さを
市民に広めたい。

地域のことを知
りたい。ウォーキング
コースはないか。

緑の基本計画
の推進

民芸館
(個人)

見学場所の
提供

認知
通過
説明

認知

ポイント
・説明

認知

企画調整
資料作成

収入
認知

参加費

みどり
と花の
基金

募金
認知説明

資料提供
レク
学び

広報
説明
資料提供
保険加入 認知

松戸市
千駄堀地区

第2回目の

行動型ツアー
への展開

基金の活動を
広める。

市民が育てる担い手「松戸里やまボランティア講座」とその展開



■オープンフォレストin松戸の特長

•民有の樹林地を公開（土地所有者と市民団
体との信頼関係）
•各々の森での特長ある活動（音楽会，クラフ
ト，子どもの遊びなど）
•再発見ツアーの成果の活用（一斉公開日に
あわせたツアーの実施）
•実行委員会の組織構成（市民団体，土地所
有者，行政，基金）
•収入の確保（協賛金・募金で対応→課題）
•まちづくりとのリンク（商店会の一店一品運
動とのリンク ほか）
•その他

市民が育てる担い手「松戸里やまボランティア講座」とその展開



行政市民団体や
NPO

地域社会

地域社会の問題の解決
活動の恩恵の享受

社会参加の場の拡大
コミュニティの結束

ボランティア意識の向上
地域のイメージアップ

その他
施策の実践的推進

行政計画との整合性
自治体のイメージアップ

職員の資質向上
コストの縮減

経営的視点の導入
その他

企業所有地の環境改善
広報・宣伝や業績向上
企業のイメージアップ
人脈や情報網の拡大

多様なアイデアやノウハウ
従業員の活性化

いきがい・楽しみ
活動の活性化
知名度アップ
社会的信用の向上
人脈や情報網の拡大
専門知識やマネジメント手法
メンバーの結束，資質向上
その他

その他

企業・事業者
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花と緑を核としたまちづくりへの展開


